
当会事務局職員が、2007年1月より在
デンマーク日本大使館に出向していま
す。国際競争力や人々の幸福度で高い評
価を受けるデンマークからの現地報告
を不定期にお届けします。

デンマーク王国DATA
人口560万人（≒北海道）、面積4.3万平方キロ
（≒九州）、欧州最古の王室を有する立憲君主国。
「世界一幸福度の高い国」「環境・デザイン・福祉
先進国」として知られ、アンデルセン童話、食器・
家具・知育玩具などのブランドは日本でも有名。
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次 回リレートーク：長 門  正 貢（シティバンク銀行 取締役会長）　

経済同友会 つながる ▼ ▼

リレートーク #196

日本の政策シンクタンク

林 良造
明治大学
国際総合研究所 所長

紹介者

大井川 和彦
シスコシステムズ

専務執行役員

40年間、経済産業省から東京大学公共政策大学院、そしてさまざまな企業の社外役員と角

度を変えながら、日本の経済政策を考え続けてきた。その間、これだという決め手には簡単

に出会わないことは当然としても、気になるのは議論の厚みの不足であった。ともすると、選

択の幅のない提示や、俗説と相当の試練を経てきた議論とが並列的に取り扱われているケー

スも多い。その解決策の一つとして、政策立案のインフラとしてのシンクタンク機能を拡充

することを考え続けてきた。

MIGA（明治大学国際総合研究所）もその一つである。東京大学の公共政策大学院で、途上

国の実務経験者を対象にした国際プログラムがスタートして一息ついたところに、当時の明

治大学納谷廣美学長から「以前お話をした、大学を基盤にした総合的なシンクタンク作りを

具体化したい」との連絡があった。

それまで携わった、経済産業研究所、東京大学政策ビジョン研究センター、キヤノングロー

バル戦略研究所などさまざまなシンクタンクのケースを参照しながら、研究分野を絞り、体

制などを整えていった。約一年後には、東アジアをめぐる諸情勢と、世界各国が共通して抱

える経済問題を対象に、産学官を結集し提言をまとめ、広く発信していくものにするという

大まかなアウトラインができた。

そして、二年後の昨年4月に、御茶ノ水駅の近くにGLOBAL FRONTという新しい17階建て

のビルが完成し、その 16 階に研究所を設け、幅広いサポートとやる気のある多くの研究員・

スタッフに恵まれ、本格的に活動を始めた。

昨年 10 月には、川口順子元外務大臣を特任教授に迎え、安全保障分野の研究プロジェク

トも全面的に開始した。その結果、現在、米中関係、中東問題、東アジアの経済統合、コーポ

レート・ガバナンス、サイバー・セキュリティ、医療政策など各先端的分野で 10 以上の研究

会を行い、この春には、数回の国際的シンポジウム、ワーク・ショップなどを開催するとこ

ろまできた。今後も、さらに大きく育っていくものと期待している。


